
３月号 公民館だよりに寄せて 

公民館の桜のつぼみが膨らんできました。桜といえば、今から 10年ほど前、この季節の京都を訪ねたこと

があります。夕方、「清水の舞台」から京都の街を見渡すと、残照の中、黄色い霞（もや）がかかっていて、幻想

的な光景が眼下に広がっていました。日が暮れると、近くの高台寺や円山公園のしだれ桜がライトアップさ

れ、闇夜に妖艶な夜桜がぽっかりと浮かび上がり、息をのむその美しさに時間（とき）が止まり、呆然と眺めて

いたのを覚えています。長い冬を乗り越え、春本番を迎えた高揚感と土産物屋や飲食店の喧騒、そして夜桜の

美しさに魅了されたなんとも言いがたい夜でした。さて、今宵あたり、「京都はたくさんの人でにぎわっている

んだろうな」と想像力を巡らせながら、いただいた日本酒を一献かたむけてみるのも趣（おもむき）があるなと

思います。 

さて、2月 24日、青少年育成連絡会が主催する「子ども会議」が開催されました。今年度のテーマは、「多

世代が交流し、『住んでみたい』と思える街にするためにはどうしたらいいだろうか。～街を元気にするため

に、できることはなんですか？～」でした。出席者は、地域の子どもや大人合わせて５０数名が参加してくれま

した。会議は、ワールドカフェスタイルを取り入れて、たくさんの人が自分の考えを表現できる場となるよう工

夫しました。初めての人もいるので、どうなるか心配しましたが、始まったらもう会場の熱気がすごくて、みん

な、しゃべるしゃべる。まるで何かにとりつかれたように話がとまりません。心配した小学生もまったく問題な

く大人の輪の中に入り、最後まで会議を楽しんでいました。最終４ラウンド目が終わったときは、皆さん少しし

ゃべり疲れたのかホッとしたような雰囲気が会場を包んでいたのを覚えています。会議後、たくさんの人が声

をかけてくれ、「良かったよ。良かった。」「久しぶりに子どもたちと話ができた。」「この子ども会議そのもの

が、まさに多世代の交流の場になったよ。」「ここでのつながり自体が地域の財産だね。」などなど思い思いの

感想を伝えてくれました。この会議で話題になったことが、来年、一つでもいいので実現できたら素敵だなと

思いました。 

話は変わりますが、昨年、ヤギを軽トラに乗せて帰宅途中、請西のヤマダ電機のとこで信号待ちをしていま

した。すると、なんとなく視線を感じたので、あたりを見回すと隣の車の見知らぬ女性がスマホで、荷台のヤギ

を撮影していました。目が合ってしまったので、笑顔で会釈をするとその方も会釈してくれました。「ヤギが珍

しいからかな？すごいなヤギ。」と思ってひとりにやにやしていました。翌日、いつものようにヤギを乗せて公

民館に出勤すると犬を連れた女性から声をかけられました。「あっ、ヤギだ！良かった～。帰ってきたんです

ね。」「帰ってきた？ んっ？？？」「あの、昨日、私、この子（ヤギ）たちが連れ去られるところを目撃してしまっ

たんです。」「連れ去られる？ はぁ～？ あっ！もしかして、ヤマダ電機のところでスマホで撮影されていた方

ですか？」「そうです。私、ヤマダ電機のところで信号待ちしていたら、あっ、波岡公民館のヤギだ。ヤギが荷台

に乗せられている。大変だ。誘拐される！ということで、急いでスマホで撮影して、友達にラインで『波岡公民

館のヤギが誘拐される』といって送ったんです。」「ええーっ！！！びっくり。このヤギは自分のヤギで家に連

れて帰るところだったんです。」「そうなの。ああっ、良かった。」と言って安心されて帰っていきました。まさか

本当に「ヤギの誘拐犯」に間違えられようとは。でも、これだけ皆さんがヤギを気にかけてくれていることを大

変うれしく思いました。ヤギには人を惹きつける不思議な力があり、公民館利用者の増加にも一役かっている

なと感じました。 

最後になりますが、2月 17日、利用者懇談会が行われました。来年度からの料金の改定や地域交流センタ

ー化などが話題になりましたが、皆さん大変協力的でスムーズに終えることができ、最後に拍手を頂いたこと

にはびっくりしました。３年前には考えられない光景で、日ごろのコミュニケーションの大切さを感じるととも

に、地域の皆様の優しさを感じました。さまざまな取り組みを通じて、公民館に毎日、子どもたちが訪れ、利用

者が増加し、散歩の人も気軽に立ち寄ることができるような多世代の交流の場であり続けてほしいと願って

います。ありがとうございました。                                          （館長） 
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□日 時  令和 7 年 3 月 18 日、25 日、4 月はお休みです。 

９：３０～１１：００ 参加費無料 申し込み不要 

□会 場  波岡公民館 １階 集会室 

□持ち物  マスク・タオル・飲み物・室内履き 

◆問合せ   高齢者福祉課 ２３－２６３０ 

 

 
 

 

チームオレンジ・カフェなみおか 

認知症の方、ご家族の方、認知症について気になる方、 

ちょっと一息つきませんか？気軽に相談もできます。 

今月は、高齢者向け福祉施設の紹介があります。 

 

★ 日 時 令和 7 年 3 月２5 日（火）  
【次回】令和７年 4 月 22 日（火） 

１３時３０分～１５時 

★ 会 場 波岡公民館１階 集会室（ホール） 

★ 参加費 １００円（お茶とお菓子代として） 

★ 申込先 南部地域包括支援センター☎３７－４８１１ 

問い合せ    認知症地域支援推進員 東間 

 

 
 

元気会 開催のお知らせ 

★ 日  時  令和 7 年 4 月 8 日(火)です。 

次回は、5 月 13 日（火） 

１３時３０分～１５時 

★ 会  場  波岡公民館 １階 集会室 

★ 参 加 費  １００円 

★ 対  象  65 歳以上 

公民館までお越しいただける方 

★ 申 込 先  薮田 ☎0438-36-6499  
 

元気会をいっしょにお手伝いしてくださる方を 

募集中です！ 

 

 

 

ご了承ください。 

 
    

地域食堂にこハピ・おしゃべり広場 

毎月第 1、３金曜日に開催♪ 

次の予定は…↓ 

★日時   3月 21日(金)、4月 4日（金）、18（金） 

1４時～おしゃべり広場＠休養室 

１７時～地域食堂＠集会室          

★おしゃべり広場：１８歳未満無料、大人１００円  

★地 域 食 堂：１８歳未満無料大人３００円＋お気持ち代 

★食材・ボランティアのご協力有難うございます！ 

今後ともよろしくお願いいたします。 

フリースペース なないろ 

子育てに悩んでいませんか？こどもの成長を 

あそびを通して見守るフリースペースです。 

☆日時 毎週火曜日 

15時から１６時 未就学児（感覚あそびなど） 

      １６時から１8時 就学児（工作など） 

☆場所 波岡公民館 休養室（和室） 

☆対象 未就学児～中学生の親子 

☆料金 大人１００円（運営費）、こども無料 

☆定員 初めてのご参加の方はご一報ください。 

なないろ代表 永井 ☎0438-55-8270 

「意見公募（パブリックコメント）」みなさんの意見をお聞かせください 

「公民館の地域交流センターへの移行にかかわる条例の改正について 

（木更津市金田地域交流センターの設置及び管理に関する条例等の一部改正に係る骨子（案）について）」 

 意見公募期間 ３月２２日～４月２１日  （※意見公募の用紙は公民館にもあります） 

 

「公民館の地域交流センターへの移行にかかわる条例の改正について」 

住民説明会を開催します 

 本市では、公民館の地域づくりや地域交流等における施設利用の可能性を拡大し、全庁的にまちづくりを推進す

るため、公民館の地域交流センターへの移行に向けて、条例（案）の策定に取り組んでいます。 

この度、条例骨子（案）について市民の皆様へ内容を説明するため、住民説明会を開催します。 

 【住民説明会】  

 ４月１３日（日）午前１０時～  会場 中央公民館 

 4月１５日（火）午前１０時～  Zoom配信・各公民館   ※波岡公民館、集会室で開催します。 

 ４月１８日（金）午後７時～   会場 金田地域交流センター 


